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 Abstract  : 
PURPOSE: This study aims (a) to describe differences in smoking behavior and attitudes, and knowledge of smoking effects between 
those students who received smoking prevention education (Education group) and those who did not (Control group), and (b) to 
describe effects of a smoking prevention educational intervention on engineering students. 
METHOD: A self-oriented questionnaire was delivered to 80 freshmen in a university school of engineer. The subjects were 
divided into 2 groups: the Education group (n=40) and Control group (n=40). The questionnaire was delivered twice to each subject, 
in April, and in October, 2007. The subjects in the Education group received the intervention in July, 2007. The educational 
intervention consisted of lectures and exercises covering smoking effects on health and daily life, and, methods of declining an 
invitation from a friend to smoke. 
RESULTS and DISCUSSIONS: Between the two surveys the smoking rate decreased in the Education group, but did not change in 
the Control group. On the second survey, the subjects in the Education group showed a less accepting attitude toward the health 
professionals' smoking behavior, but a more accepting attitude toward the general population's moking behavior. The Education 
group had higher knowledge levels about smoking effects on the second survey. Thus the education intervention appears to have 
enhanced knowledge, but it was ineffective for changing their attitudes toward disapproval of smoking. Therefore, it is necessary to 
develop more effective education programs to change students' attitudes toward smoking.
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1.は じめに
喫煙 は喫煙 者本人 だけでな く,周 囲の人 の健康 をも
阻害 し,多 くの疾患 お よび死亡 の原 因 となってい る。
喫煙 が原 因による死 亡者 は,2030年には世界 中で年 間
1,000万人 とな ることが予測 されてお り1),その健康へ
の影響 は深刻 な問題 となっている。
1950年頃か らの7万 以上 の研究論文 にお いて,喫 煙
が多 くの疾患お よび死 亡の原 因 となるこ とが確認 され
ている1)。喫煙 との 関連 が確 定 してい る疾患だ けで も
100以上 あ り,関係 がある と指摘 され てい るものを全 て
含 める と200以上 となる2)3)と言われている。また喫煙
は,健 康 面への影響 のみな らず,罹 患 お よび死亡 によ
る医療 費や所得 ・労働力 ・税収 の損失,火 災等の原 因
となる財 産の損失,清 掃 や ゴミ処理費用 な どの環境面
において も社 会に対 し経済 的損失 を与 えてい る4)。世
界保健機 関(WorldHealthOrganization,以下WHO)
は,1,000トンのタバ コ製 品の増加 によって1.36億ド
ル の経 済的損失 を生 じる と報告 してい る1)。日本 にお
ける1990年の人 口動態統計 を用いた試算4)では,喫 煙
による社会 的損失 は年 間3兆1,826億円 とされてお り,
菅原 ら5)は,タバ コ関連疾患 における死 亡者 は7.7万
人,医 療費 は1.4兆 円,社 会的損失は8.7兆 円 と推測
している。
WHOは,喫煙 による世界規模 の健康被害 の広 が りを懸
念 し,加 盟国 にお ける包括 的な タバ コ対 策の推進や他
の国際機 関 との提携 について勧告 を行 ってきた。 国境
を越 えて各国が共通 した対策 をとるこ とが必要で ある
とい う考 えのも と,「タバ コ対策のための枠組み条約」
が2003年の世界保健総会で満場一致で採択 され,そ の
後 日本 を含む40力 国の批准 を得て2004年2.月に規定
され ている6)7)。この条約は,喫 煙 による健康へ の悪影
響 か ら現在 お よび将来 の世代 を保護す る ことを 目的 と
し,タ バ コに 関す る広告,包 装上 の表示 等の規制お よ
び タバ コの規制に関す る国際協力 について定めてい る8)。
しか し,日 本では喫煙 の若年化 がみ られ9),厚生労
働省 の調査1°)によると,現 在喫煙者の55%が 初 回喫煙
年齢 は未 成年で あ り,42%が未成年 の うちに喫煙が習
慣化 している。宮井 が実施 した大学生2,595人を対象
とした調査11)では,全 体 の喫煙率 は34.8%で,喫煙経
験者 の44%が17歳 までに喫煙 を開始 してお り,21歳
までには90%が 喫煙 を始 めていた。
喫煙は,ニ コチンへの依存性や心理的依存,生 活習








施す ることが明記 されてお り,ほ とんどの学校で実施
され るようになったが,内 容,指 導方法,効 果判定に
ついてはまだ十分 とはいえない12)。また,大学におい










































1)属性:年 齢,性 別 〈第一次調査のみ>
2)居住形態(一 人暮 らし,同居者あり)










喫煙 と関連する疾患を選択 し,その選択項 目数を
















































②タバ コ中の有害物質(一 酸化炭素,ニ コチン ・タ
ール)と その影響
③能動喫煙による身体への影響















































分析は,研 究者による喫煙防止教育を受講 した 〔介
入群〕と受講していない 〔非介入群〕 との 【群間比較】
と,そ れぞれの群 での第一次か ら第 二次調 査で の 【経
時 的変化 】の二側面 か ら実施 した。検 定方 法は以 下の
とお りである。
1)年齢 については対応 のない オ検定を行 った。
2)居住形態,喫 煙 行動,家 族お よび同居者 の喫煙状
況,過 去の 喫煙 防止 教 育受 講経 験 につ い て は,
【群間比較】はPearson'SZ2,【経 時的変化 】の
比較はMcNemar検定を行った。
3)友 人 中の喫煙 者数 につい て は,【群 問 比較 】 は
Mann-WhitneyのU検定,【経 時的変化 】の比較 は
Wilcoxonの符号付順位和検定 を行 った。
4)喫煙 に関す る知識お よび喫煙 に対す る態度 の各質
問項 目ご との正解 率 につ いては,【群 問比較 】は
Pearson'sZ2,【経 時的変化 】の比較 はMcNemar
検 定,喫 煙 に関す る知識得点お よび喫煙 に対す る
態度得点については 【群問比較】は対応 のない オ
検定,【経時的変化 】の比較 は対応 のある オ検定
を行 った。
分析 には統計 ソフ トSPSS17.OJforWindowsを使用
し,統 計学的有意水準 は ρ〈0.05とした。
7.倫 理的配慮
調査 の実施 に際 して,ま ず対象者 が所 属す る学科 の
責任者 に紙面お よび 口頭 で研究 の趣 旨,方 法,倫 理 的
配慮 について説 明 し,対 象者へ の研究協 力への依頼 に
関す る許 可 と同意 を得 た。その後,対 象者 に対 して,
研究 の趣 旨,方 法,倫 理的配慮 につ いて 口頭 お よび紙
面 にて説 明 した。対象者 の研究参加へ の同意は,同 意
書 とい う形は と らず,質 問紙へ の回答 を もって 同意 を
得 られ た もの と した。 倫理的配慮 として,質 問紙 は無
記名 とし,研 究へ の参加 協力は対象者 の 自由意志 であ
る こと,研 究へ の参加 ・不参加 は大学 での成 績評価 に
無 関係 であ るこ と,対 象者のプ ライバ シー と匿名性 を
厳守 した。ID番号 は,第 一次調査 でランダムに振 り分
け,そ の番 号 を対象者 が各 自の手帳等 に記 載 し,第 二
次調査 時に各 自で記入 す るよ う依頼 し,研 究者が直接








名(有 効 回答率82.5%)であった。性別 は,〔介入群〕































































群 間 比 較:∫τ2検 定notsignificant



































群 間 比 較:Z2検 定 φp〈0.05φ φp〈0.01
経 時 的 変 化:McNemar検 定notsignificant
介入群(n=25)

































群 間 比 較:Mann-WhitneyのU検定notsignificant
経 時 的 変 化:Wilcoxonの符 号 付 順 位 検 定notsignificant
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群 間 比 較:Z2検 定 φρ〈0.05






























































































群 間 比 較:ノτ2検定 φρ<0.05























知識の項 目ごとの正解率を表5に 示 した。【群問比較】
では,第 一次調査において,受 動喫煙関連疾患8項 目
中1項 目(乳幼児突然死),喫煙の身体影響に関する知
識10項 目中1項 目(皮膚への影響)に おいて,〔介入
群〕が 〔非介入群〕よりも有意に正解率が低かった。
【経時的変化】では,〔介入群〕で,受動喫煙関連疾























































第一 次調 査 第二 次調査
palredオーtest**ρ〈001
Student's`-testnotslgnlficant
図3介 入 の 有 無 別 に み た 知 識 一 喫 煙 の 身 体 影 響 一
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12 48% 14 56% 20 80% 19 76%
φφ λr2=6
.747
14 56% 12 48% 18 72% 22 88%
φφ/2=9 .191
10 40% 12 48% 17 68% 17 68%
φ2r2=4
.705
群 間 比 較:z2検 定 φp〈0.05φφρ〈0.01






























第一次 調査 第二 次調査
palred`-testnotslgnlflcant
Student'sオーtestφp〈005
























































設定した。介入群 と非介入群において,年 齢,家 族の
喫煙の有無,過 去の喫煙防止教育受講経験には有意差

















一次調査 ・第二次調査 ともに回答を得 られた者 として
いるため,喫 煙者が分析対象者外に含まれていること
も考えられる。
介入群では,第 一次調査 と第二次調査の間で,喫 煙
















































































































































内容や方法の再検討に加 えて,介 入の回数に関 しても










育の内容 ・方法 ・構成を再検討することが必要 と考え
る。
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